
水による災害の多発と被災する地域の歴史文化

◆地域社会のアイデンティティとして
の歴史文化・文化財

◆古文書や写真など地域の記憶を災害
から守る！被災からの復旧！

現状と課題

１．消臭剤の選定
古文書資料に対して化学的影響を与えず、消臭性能が水分の影響を受けにくいこと
２．提案消臭カートリッジ
一般的な掃除機のノズルに着脱可能で、内部の消臭剤が水分や泥で汚染された場合、消臭剤部分の交換が可能なこと
３．ラボ検証方法
数値的な消臭効果と感覚的な消臭効果の両方を評価できる方法の開発

被災事例の検討と消臭剤の選定

消臭カートリッジの検討

消臭カートリッジの開発検討

水濡れ被害を受けた古文書の復旧作業に用いる
消臭カートリッジの開発

国立歴史民俗博物館では、花王株式会社と共同研究を推進していますが、

その一環で、災害から地域の古文書などを守るための技術開発に取り組んでいます。

特に、水濡れなどの被害を受けた影響で悪臭を放つ古文書の消臭を目指し、古文書の劣化を抑制

しつつ、作業者の負担を軽減する消臭カートリッジの開発を進めています。

※内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を固く禁じます。


